
　従来の企業理念や経営理念というのは経営者目線で作られたものが多く、そこには「社員の満足（幸せ）」という視点はほとんど考慮されていませんでした。
　一方で、パーパスとは直訳すれば「目的」という意味ですが、企業経営においては「企業の存在理由や存在意義」を意味します。平成中期までであれば、会社の
存在理由や存在意義は近江商人の言う「三方良し（売り手良し・買い手良し・世間良し）」で社員のモチベーションはある程度担保できていました。しかし、労働人
口が減少に転じてから（高度成長時代の企業戦士の子供やデジタルネイティブが新卒社員になってから）、労働者はただお金を稼げばいい働き方や働くことその
ものに「意味や意義」を求めるようになり、という行き過ぎた資本主義に「倫理（道徳）」を求めるようになりました。その証として、三方良しから六方良し（三方良し
に、「作り手（社員）良し・地球良し・未来良し」の３つのステークホルダーを加えたもの）にパーパスをはじめビジョン（経営方針）やバリュー（行動基準、価値観）
にまでしっかりと明文化する企業が急速に増えているからです。




